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〔背景〕 

アレルギー疾患の診療では，原因抗原の同定が重要となる。花粉症などのⅠ型アレルギーは免疫細

胞の一種である好塩基球やマスト細胞により引き起こされる。生体内で好塩基球上の IgE 抗体が抗原を

認識すると，細胞が活性化されてヒスタミン等を放出しアレルギー反応を惹起する。よって，被験者血液

中の好塩基球細胞を抗原で刺激し，その応答を測定すれば，原因抗原の同定が可能である。現在，この

アレルギー検査に適用可能な，生細胞応答の測定技術を開発している。 

これまでに、SPR により様々な生細胞の刺激応答を非標識，経時的，高感度に検出できることを示した。

また、センサチップ上の１生細胞の応答を二次元的に可視化できる SPR イメージング（SPRI）の開発に成

功した。さらに，この原理を用いて多種類の細胞の屈折率を同時に測定可能な、マルチチャンネル SPRI

装置（mSPRI）を開発した。今回，mSPRI で，抗原に対する生細胞応答の複数条件同時測定を試みた。 

〔方法〕 

mSPRI は、SPRI 光学系と細胞用送液系からなる。SPRI 光学系は、波長 640nm の LED と倍率 0.6 倍の

テレセントリックレンズ、CMOS イメージセンサを用いて構築した。細胞用送液系として、センサチップ上に

流路 4 本（幅 0.5mm）を持つ PDMS 製フローセルを設けた。 

モデル細胞系として，好塩基球の応答性研究に広く用いられる，ラット好塩基球性白血病細胞株

RBL-2H3 を用いた。RBL-2H3 を抗 dinitrophenyl（DNP）-IgE 抗体の存在下で浮遊培養することで，細胞

に DNP 抗原への応答性を与えた。細胞浮遊液を 37℃に保温し，ポンプでセンサチップ上の流路に送液

し静置することで、センサチップ上へ細胞を結合させた。続いて各チャンネルの流路にDNP抗原液，また

はコントロールとしての培地を送液し，細胞の応答を mSPRI で観察し続けた。取得した mSPR イメージ上

で各チャンネルの流路に相当する領域の平均輝度を測定値とし，その経時変化をプロットした。 

〔結果〕 

抗原液を流した 2 チャンネルの測定値は上昇したが，培

地を流した 2 チャンネルで上昇は認められなかった（図１）。 

〔考察〕 

mSPRI を用いて複数条件の細胞応答を同時に測定でき

た。また，細胞浮遊液を入力として，細胞のセンサチップへ

の結合，抗原刺激，応答測定という一連の処理をフローセル

中で実施できた。この結果は mSPRI によりアレルギー原因抗原の同定が可能であることを示している。将

来的にチャンネル数を増やすことで，網羅的な候補抗原のスクリーニングも可能になるものと考えている。 

図 1 抗原刺激応答の 4ch 同時測定結果 
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